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金属（Fe､ Ca､ Al）と汚染物質由来金属（Pb､ Cr､ Mn､ Ni､ Zn）はともに、非黄砂日と比
べて黄砂日に有意に上昇していた。中でも、Niが皮膚スコアと強く相関を示していた。 
 
考 察 
 3
 黄砂の健康影響の研究はまだ始まったばかりである。海外では、黄砂日における喘息患
者の病院受診の増加、鼻炎や結膜炎症状の悪化が報告されている。日本では、小児喘息の
悪化が報告されている。今回の調査では、黄砂に含まれるNiが、曝露した翌日に皮膚症状
を引き起こすことが示唆された。今回の対象者は、健常人であるため、特に呼吸器のスコ
アが小さかったが、喘息やアレルギー素因を持つ対象者でこの調査を行った場合、呼吸器
の症状への影響が示唆される可能性がある。本研究の限界として、対象者が室内労働者で
あること、個人が直接曝露された環境因子の量は測定されていないことなどがあげられる。
今後、環境因子に生物由来成分を追加して黄砂の健康影響を検討する必要がある。 
 
結 論 
 健常人において、黄砂に曝露した翌日に黄砂に含まれるNiによって皮膚症状を引き起こ
す可能性が示唆された。今後、黄砂の健康影響を調査する際に、黄砂に含まれる成分を加
味して行う事が重要であり、モデル解析や様々な環境因子を加味して調査を行うことが期
待される。 
 
